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同窓会会長
ごあいさつ

同窓会関係

工学院大学 建築学部同窓会の皆様にお
かれましては、益々ご清祥のことと
存じます。

　社団法人 工学院大学 校友会 建築学部同窓会
は、一般社団法人として新たにスタートして約
１年を迎えようとしています。
　私は、新会長として着任してから、様々な試
みを提案しています。

１NICHEは、変わります

　同窓誌NICHEは、２冊に分けて発行します。
　１冊は、その年度に企画した内容を、特集と
して充実をさせ、記録に残せるようにムックの

出版を致します。
　２冊目は、ダイジェストです。ムックの概要
と同窓生への情報に特化した内容で発行しま
す。
　この事業を展開するために「NICHE出版会」
を立ち上げ、同窓生や教員の著書、作品集など
をサポートする体制を整えたいと思います。
　また、ホームページをリニュアールし、同窓
生が必要な情報をタイムリーに提供したいと思
います。（http://niche-almuni.com）

２同窓生が参加しやすい交流事業を展開

　「工手学校－日本の近代建築を支えた建築家

新たな同窓会の発展を求めて

澤崎 宏

一般社団法人 工学院大学 校友会 
建築学部同窓会会長

の系譜」で紹介された建築家の足跡を辿る台湾
ツアーや講演会など、我が校にふさわしい企画
を展開します。
　また、多くの同窓生が勤務する企業内での単
位同窓会を多く立ち上げ、ネットワークによる
交流を図りたいと思います。さらに、海外に働
く同窓生との情報伝達のしくみも考えたいと思
います。
　

３持続可能な同窓会運営を図る

　まずは、財政の再建です。現在、会費制度の
見直しを図っています。NICHEを、すべての同
窓生に配布してきましたが、今後は簡易版を配

布したいと思います。これまで会費・寄付を頂
いた方にはムックをお届けします。また、寄付
行為の手法も検討し、各種事業展開に役立てよ
うと思います。
　このような事業企画を通じ、工学院大学建築
学部の国際的な知名度を上げ、母校の発展に繋
げようと思います。

　最後に、建築学部同窓会が大きく発展し、グ
ローバル社会に貢献する一助となることを願っ
てやみません。
　皆様、よろしくお願い申し上げます。

東京都大田区 生まれ

工学院大学 工学部建築学科 卒業 ( 山下研究室 )

株式会社計画・環境建築／ YAS 都市研究所 入社

建築家 木島安史、橋本文隆に師事

同社代表取締役東京事務所長

同社代表取締役社長

工学院大学 非常勤講師

東京都建築士事務所協会千代田支部 支部長

澤崎 宏
1957

1981

2000

2004

2008

2009

Hiroshi Sawazaki
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第１回ASIA AWARDS学校作品展にて、建築学
部建築デザイン学科木下研究室が「ゆれる輪
郭」でグランプリと株式会社エイブル賞をダ

ブル受賞。コンセプト「私たちの知る建築は強く堅
牢だ。私たちに柔らかい建築をつくることは可能だ
ろうか。これは光を透過し風にそよぐ建築である」
（2013年10月26日～11月４日）

０１ 東京デザイナーズ
ウィークにて工学
院大学がグランプ
リとエイブル賞を
ダブル受賞

JPM夢の賃貸住宅学生コンテストで西尾甚一（谷
口研究室）が「彩 縁 農 都～人が彩る都市の情
景～」にて最優秀賞。木名瀬新（中島研究室）

が「モクユニの可能性」にてセキスイハイム賞。
（2013年11月７日）

０２ 夢の賃貸住宅学生
コンテストで最優
秀賞とセキスイハ
イム賞

「 彩 縁 農 都 ～ 人 が 彩 る 都 市 の 情 景 ～ 」 西 尾 甚 一(谷 口 研 究 室)

「 モ ク ユ ニ の 可 能 性 」 木 名 瀬 新(中 島 研 究 室)

東京建築士会の住宅課題賞2013にて川田裕（木
下研究室）が「都市居住(都市機能を併設さ
せた新しい集合住宅のかたち)」で金田賞を

受賞。（2013年10月19日）

０３ 住 宅 課 題 賞 201 3
にて金田賞

長年にわたって都市計画の国際的交流に携わ
り、海外諸国との交流並びに啓発普及と人材
育成に貢献した者を表彰する国際交流賞を倉

田直道教授（建築学部まちづくり学科）が受賞した。
（2013年５月24日）

０５ 日本都市計画学会
「 2 0 1 2 年 度 国 際
交流賞」を受賞

竹中工務店大阪本店設計部設備グループ長の粕
谷敦さん（工学院大学大学院工学研究科建築
学専攻）が、梅田センタービルの全館空調リ

ニューアルにおいて、「第１回空気調和・衛生工学会
特別賞リニューアル賞」を受賞した。

０４ 第１回空気調和・
衛生工学会特別賞
リニューアル賞

参 加 メ ン バ ー
伊 東 孝 文、 井 之 川 翔 太、 久 保 祐 輔、 中 島 佑 二、 横 坂 真 衣、 小 野 晃 次 郎、 垣 中 智 博、 河 辺 真、 福 富 健 司、
石 田 章 人、伊 藤 眞 子、會 田 圭、川 田 裕、佐 藤 創 一、高 木 亮 輔、高 橋 啓、三 堀 弘 二 郎、渡 邊 佳 資、川 合 遙香、
桐生真典、 小池萌子、 高柳拓也、 宮内智也

NICHE
Topics

同窓会関係

2013 年度の話題

十代田昭二先生（享年86歳）は、2013年４月
27日にご永眠された。家族葬が執り行われ、
ご遺骨は目黒サレジオ教会に納められた。６

月28日に卒業生たちが「偲ぶ会」を横浜インターコ
ンチネンタルにて催した。先生への感謝を添えて皆様
にご報告する。

０６ 十代田昭二先生
4月27日にご永眠

応募数557点（応募登録1,216件）の中から2014
年１月15日に１次審査会が行われ、１次審査
通過６点と入選８点、学生特別賞10点が決

定。２月１日公開２次審査が行われ、佐藤浩介君（谷
口研究室研究生）と加藤直樹君（谷口研究室、現清水建
設設計部）の案が最優秀賞（賞金300万円）を受賞した。

０７ 第２回大東建託賃
貸住宅コンペでグ
ランプリ受賞

０９ １級建築士合格者
大学別ランキング
で３位に躍進！

国土交通省から、2013年度１級建築士試験「設
計製図の試験」の合格者が発表された。本学
出身の合格者は102名。学校別合格者数では

全国第３位。７月に実施された学科試験と合わせる
と、今年の１級建築士試験は、実受験者数31,704名、
合格者4,014人、合格率は12.7%を記録した。

1位　日本大学 　　212名 
2位　東京理科大学 130名 
3位　工学院大学 　102名 
4位　芝浦工業大学   96名 
5位　近畿大学 　　  90名 

  6位　早稲田大学　 62名 
  7位　東海大学 　　60名 
  8位　明治大学 　　57名 
  9位　法政大学　　 55名 
10位　中央工学校 　53名

平成25年 1級建築士合格者上位大学

平成25年度春の叙勲で瑞宝中
綬章を授与された山下司先
生（工学院大学名誉教授）

の栄誉を記念すべく、2013年７月
27日、工学院大学において祝宴を
催した。

０８ 山下司名誉教授
叙勲祝賀会を開催

「 賃 貸 都 市 ～ 二 つ の 賃 貸 手 法 ～ 」 佐 藤 浩 介 、 加 藤 直 樹

2013年 度 １ 級 建 築 士 試 験 「 設 計 製 図 の 試 験 」 学 校 別 合 格 者 数
出 典 ： 財 団 法 人 建 築 技 術 教 育 普 及 セ ン タ ー よ り
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新刊書紹介
同窓会関係

設計する身体をそだてる
考えを伝える図面の技術

木下庸子(建築学部教授)、
宇佐見清、松本文夫

彰国社
92ページ
2,300円+税
2013年４月30日
B５判

芝増上寺境内地の歴史的景観
ーその建築と都市的空間ー

伊坂道子(大学院博士後期
課程修了、工学博士)

岩田書店
336ページ
8,800円+税
2013年10月
A５判

家の図鑑

田島則行(工学院大学卒/AA
スクール大学院/千葉工業
大学助教)、村山隆司(大学
院修了)他

エクスナレッジ
192ページ
1,600円＋税
2013年10月31日
A５判

ローカルファーストが日本を変
える　茅ヶ崎から新しいライフスタイルの提案

澤崎宏(工学院大学卒)共著、
ローカルファースト研究会

東海大学出版会
220ページ
1,800円+税
2013年12月20日
A５判ワイド

猫の手を借りてまちおこし

雁一樹
(岩藤一樹/大学院修了)

東京図書出版
250ページ
1,200円＋税
2013年12月15日
B６判

図 面 を た く さ ん 手 描 き し て い た 時 代 に は 、 ス ケ ー ル 感 や 図 面 の 表
現 力 は お の ず と 身 に つ い た が 、 現 在 は コ ン ピ ュ ー タ に 頼 っ て ば か
り い る 。 自 分 で 考 え 、 設 計 者 と し て の 伝 達 力 、 観 察 力 、 思 考 力 は
図 面 化 す る 作 業 の 積 み 重 ね を 通 し て 深 ま る 。 設 計 す る 身 体 を そ
だ て る た め 、 図 面 の 基 本 か ら 設 計 の 入 り 口 ま で を 解 説 し 、CADを
ツ ー ル と し て 用 い る 方 法 を 説 く 。

増 上 寺 は 約600年 前 に 創 立 さ れ た 江 戸 三 大 寺 院 の 一 つ で あ る 。 都
心 の 市 街 地 に お け る 近 世 初 期 の 大 規 模 建 造 物 と し て 偉 容 を 誇 る 。
2009年 の 博 士 論 文 「 建 築 と 都 市 の 歴 史 か ら み た 増 上 寺 と 芝 公 園 の
研 究 」 を も と に 、 そ の 後 の 新 た な 知 見 に つ い て 加 筆 し た 。 戦 後 の
市 街 化 が 著 し い 東 京 に 、 江 戸 の 記 憶 が 多 く 残 っ て い る こ と を 、 旧
境 内 の 悉 皆 調 査 と 過 去 の 記 録 か ら 明 ら か に し た 。

日 照 条 件 、 周 辺 環 境 、 高 低 差 、 近 隣 と の 関 係 は そ れ ぞ れ の 家 ご と
に 異 な る 。 し か し 敷 地 の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 に 引 き 出 す こ と に
よ っ て 、 美 し く 住 み よ い 住 宅 が 出 来 上 が る 。 リ ビ ン グ 、 水 回 り 、
子 供 部 屋 、 外 構 、 玄 関 、 採 光 、 家 具 な ど を 豊 富 な 写 真 と 解 説 で 紹
介 し て い る 。 図 鑑 の よ う に ペ ー ジ を め く り 、 家 ご と に 異 な る 個 性
を 眺 め て い る だ け で 楽 し め る 一 冊 。

こ れ か ら 超 高 齢 社 会 を む か え る に あ た り 、 地 域 社 会 を ど の よ う に
形 成 し て い く べ き か 。 「 ロ ー カ ル フ ァ ー ス ト 」 と は 地 域 貢 献 ・ 地
域 還 元 を 通 じ て 豊 か な 街 や 国 の 構 築 を 目 指 す 考 え 方 で あ る 。 サ ン
フ ラ ン シ ス コ 、 ポ ー ト ラ ン ド の 海 外 事 例 や 、 茅 ヶ 崎 で 実 践 す る
食 、 住 ま い 、 イ ベ ン ト な ど 様 々 な 事 例 を 通 じ 、 そ の 地 域 な ら で は
の 豊 か な ラ イ フ ス タ イ ル と マ ネ ジ メ ン ト 方 法 を 読 み 解 く 。

「 こ の 国 の 再 生 は 、 我 々 猫 に ま か せ ろ ！ 」 ネ コ ち ゃ ん 先 生 が こ
の 国 の 未 来 を 大 胆 に 予 測 し た 。2012年11月 か ら 翌 年 ９ 月 ま で に つ
づ っ た ブ ロ グ 「 爺 さ ん 、 婆 さ ん の 家 に 、 京 都 か ら 猫 が や っ て き
た 」 の 記 事 に 加 筆 し 、 一 冊 の 書 に な っ た 。 猫 を 飼 お う と し て い る
人 や 、 夫 源 病 と 罵 ら れ る 世 代 に は 必 読 の 書  。 ま ち お こ し の 専 門
家 で あ る 筆 者 の 優 し く 暖 か い 気 持 ち が 滲 み 出 て い る 。

同窓生や建築学部の教員など関係者が執

筆した新刊書の一部を紹介

建築プロダクトデザイン
（暮らしを劇的に変えるモノと空間の設計思想）

プ ロ ダ ク ト と 建 築 の あ い だ に は 暮 ら し を 楽 し む ヒ ン ト が あ る 。 長
い 間 、 人 々 は 空 間 を 持 ち 運 び 有 効 に 使 う 方 法 を 探 っ て き た 。 歴 史
を ひ も と け ば 、 ル イ ヴ ィ ト ン の 旅 行 鞄 に 収 ま る 折 り 畳 み 式 ベ ッ ド
に 始 ま り 、 フ ラ ー の 移 動 住 宅 、 プ ル ー ヴ ェ の プ レ フ ァ ブ リ ケ ー
シ ョ ン 、 黒 川 紀 章 の 中 銀 カ プ セ ル タ ワ ー ビ ル と い っ た 事 例 が あ
る 。 鈴 木 が 提 唱 す る モ バ イ ル ア ー キ テ ク チ ャ ー と 建 築 家 具 に は フ
レ キ シ ブ ル な 仕 組 み が 満 載 だ 。 コ ラ ム で は レ ン ゾ ・ ピ ア ノ や ア ン
ジ ェ ロ ・ マ ン ジ ャ ロ ッ テ ィ 等 の 取 り 組 み を 紹 介 し 、 建 築 家 が プ ロ
ダ ク ト を デ ザ イ ン す る 方 法 を 明 か し て い る 。

鈴木敏彦（工学院大学教授）
講談社　
160ページ　3,200円+税　2013年４月10日　B５判

北欧の巨匠に学ぶデザイン 

アスプルンド／アールト／ヤコ
ブセン

ス ウ ェ ー デ ン 、 フ ィ ン ラ ン ド 、 デ ン マ ー ク を 取 材 し 、 建 築 と デ ザ
イ ン に 興 味 を 持 つ 読 者 を 対 象 に 書 き 下 ろ し た 新 刊 。 北 欧 モ ダ ニ ズ
ム は い か に し て 創 ら れ た の だ ろ う か 。 年 長 の ア ス プ ル ン ド を 手 本
に 、 ア ー ル ト は 彼 と 友 情 を は ぐ く み 、 ヤ コ ブ セ ン は ア ス プ ル ン ド
の 成 果 を リ デ ザ イ ン し て い っ た 。 ３ 人 の 巨 匠 は 各 国 の 自 然 環 境 と
の 独 自 の 距 離 を は か り つ つ 、 建 築 、 イ ン テ リ ア 、 プ ロ ダ ク ト を 手
掛 け た 。 そ の 結 果 、 現 代 の 生 活 の 基 盤 と な る 緑 豊 か な 都 市 生 活 が
生 ま れ た 。 写 真 と イ ラ ス ト が 理 解 を 深 め 、 巻 末 の ガ イ ド マ ッ プ が
北 欧 建 築 め ぐ り の 旅 へ 読 者 を 誘 う 。

鈴木敏彦（工学院大学教授）、杉原有紀
彰国社　
125ページ　2,800円+税　2013年５月10日　B５判

日本建築集中講義

藤森照信(工学院大学教授)
×山口晃(画家/東京芸大大
学院修了)

淡交社
283ページ
1,900円＋税
2013年８月６日
A５判

ニッポンの名建築を旅する
建築探偵藤森照信の視点。

藤森照信(工学院大学教授)

交通新聞社
128ページ
1,200円+税
2014年１月４日
A４判

セ ン セ イ 役 に 路 上 観 察 眼 を 持 つ 建 築 家 ・ 藤 森 照 信 氏 、 聞 き 手 に 平
成 の 絵 師 ・ 山 口 晃 氏 。 こ の 二 人 が 日 本 各 地 の 名 建 築13件 を 見 学 し
て 、  時 に 大 マ ジ メ に 、 時 に ユ ー モ ア た っ ぷ り に 、 建 築 の 魅 力 を
語 り 合 っ た 。 対 談 と エ ッ セ イ 漫 画 で は 二 人 の 変 わ っ た 目 の つ け ど
こ ろ か ら 、 伝 統 建 築 の 魅 力 が 浮 き 彫 り に な る 。 現 場 で 議 論 す る 二
人 の 会 話 に 立 ち 会 っ た よ う な 臨 場 感 が 味 わ え る 。

建 築 探 偵 、 藤 森 照 信 の 視 点 。 全 国 の 近 現 代 建 築100カ 所 の 見 ど こ
ろ を 紹 介 し て い る 。2005年 ５ 月 号 か ら2009年 ４ 月 号 の 会 員 誌 「 ジ
パ ン グ 倶 楽 部 」 に 掲 載 し た 「 ニ ッ ポ ン の 名 建 築 を 旅 す る 」 の 取 材
記 事 が 一 冊 に ま と ま っ た 。 例 え ば 開 国 ・ 明 治 編 で は 北 海 道 庁 旧 本
庁 舎 、 大 正 ・ 昭 和 戦 前 編 で は 頭 ヶ 島 教 会 、 戦 後 ・ 平 成 編 で は 青 森
県 立 美 術 館 が あ る 。 日 本 建 築 を 通 じ て 近 現 代 を 学 ぼ う 。

イギリスのカントリーサイド
人と自然の景観形成史

オリバー・ラッカム
翻訳　篠沢健太(工学院大
学准教授)他

昭和堂
653ページ
7,500円+税
2012年12月25日
A５判

生 態 学 者 オ リ バ ー ・ ラ ッ カ ム 氏 の 「The History of the Countryside : 
The classic history of Britain's landscape, flora and fauna」 の 翻 訳 書 。 イ
ギ リ ス の 絵 本 の よ う な 美 し い 風 景 は い つ ど の よ う に 形 成 さ れ た の
か 。 カ ン ト リ ー サ イ ド で は 多 様 な 自 然 環 境 、 複 雑 な 歴 史 の 重 層 、
そ の 記 録 「 文 書 」 が 残 さ れ て い る 。 風 景 を 読 み 解 き 、 文 明 史 を ひ
も 解 く 楽 し さ を 味 わ お う 。



カンタベリー
ロンドン

　　日本初！
工学院大学建築学部
イギリス・
ハイブリット留学

専門科目

mook 01

カンタベリーでの生活
mook 01

ハイブリット留学とは
長 澤 泰

2013 年
9 月 ９ 日 ～ 13 日
9 月 23 日 ～ 27 日
10 月 14 日 ～ 18 日
10 月 28 日 ～ 11 月 1 日
11 月 18 日 ～ 11 月 22 日
12 月 2 日 ～ 12 月 6 日

授業は日本語、生活は英語というハイブリッド環境に

よる4.5ヶ月間の英国留学を開始した。最大の特徴

は、日本の専任教員が実施する建築の授業を英国カ

ンタベリー市の提携校であるワーンボロカレッジにて受講し、

日本同様に単位を取得することだ。

デ ザ イ ン サ ー ベ イ 　 　 　 倉 田 直 道
環 境 生 態 学 　 　 　 　 　 　 篠 沢 健 太
建 築 都 市 保 存 調 査 演 習 　 中 島 智 章
建 築 デ ザ イ ン セ ミ ナ ー 　 藤 木 隆 明
建 築 設 計 論 A　 　 　 　 　 木 下 庸 子
地 域 施 設 計 画 　 　 　 　 　 長 澤 泰

藤木 隆明

特集

建築セミナー

はじめに
　セミナーとは、本来、学生が所属する

研究室毎にそれぞれの専門領域を深める

ような学習や演習を行うものであるが、

ハイブリッド留学の場合、全ての教員が

カンタベリーに教えに行く訳ではないた

め、私の専門である建築デザインを中心

にしつつ、できるだけ幅広く、しかもイ

ギリスで教育を行うメリットを最大限に

生かせるような内容となるように心がけた。

　今回行った「建築セミナー」の骨子は

次のような内容である。

１）環境建築に関する講義

２）環境建築の実例見学（ロンドン）

３）イギリスにおける建築教育の体験

（AAスクール）

４）ロンドンで見ておくべき近代建築の

名作と最先端建築の見学

建築セミナーの概要
　以下、今回のハイブリッド留学で行っ

た「建築セミナー」の概要について、上

で述べた骨子に沿いながら簡単に報告し

たい。

１．環境建築に関する講義
　私は建築の設計を専門としているが、

特に21世紀にふさわしい建築を目指し

て、様々な分野とその境界領域に足を踏

み入れている。そのひとつが「環境建

築」である。また、セミナーで扱う内容

として、幅広い分野に関係する「環境建

築」は最もふさわしいものと考えた。時

間の関係上、自然エネルギーを活用する

為のデザイン手法である「光のデザイ

ン」と「風（空気の流れ）のデザイン」

を中心に講義した。

２．環境建築に関する実例見学
　環境建築に関する実例として、まず最

初に「ロンドン市庁舎」を訪れた。「ロ

ンドン市庁舎」は、ノーマン・フォス

ター卿の設計で、卵が南に向かって迫り

出したようなユニークな外観が特徴であ

る。この独特な形態は、太陽からの熱負

荷をできるだけ軽減するための考慮から

導かれたものである。

　全面がガラス張りであることからも示

されているように、市民に開かれた市庁

舎を標榜しており、議場のある２階から

最上階の展望室まで緩やかなスロープで

結ばれている。以前は、最上階の展望室

が市民に開放されていたようであるが、

上 　 ロ ン ド ン 市 庁 舎 外 観
下 　 ロ ン ド ン 市 庁 舎 内 観

ホ ー ム ス テ イ 体 験
イ ギ リ ス 食 事 情 を 楽 し む
レ ス ト ラ ン ガ イ ド
学 生 報 告 会

中 村 丈
片 桐 悠 太
片 桐 悠 太
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安全上の理由からか見学に訪れた日は上

まで上がる事ができず残念であった。

　この他、希望する学生だけを連れて、

もうひとつ環境建築として重要な施設を

見学した。ロンドン郊外に建つ「ベディ

ントン・ゼロ化石エネルギー住宅団地」

（BedZED）である。運良く設計者であ

るビル・ダンスター氏にお目にかかり直

接お話を伺うことができた。

３．AAスクールの授業見学
　世界で最も有名な建築学校をひとつ挙

げるなら、ロンドンにあるAAスクール

であろう。いわゆる大学とは異なるが、

著名な建築家を数多く輩出している。学

生が優秀であることは間違いないが、こ

れだけ多くの世界的建築家を輩出できる

のは、やはり校風というか、その場の

“空気感”に秘密があるに違いない。その

様に考えて前々から一度授業をのぞい

て見たかったのだが、現在AAスクール

の教員をされている建築家の島崎威郎先

生のご好意で案内していただくことがで

き、私自身にとっても念願が叶った思い

であった。学生達のレポートを読んで

も、一番印象に残った見学先としてこの

AAスクールを挙げた学生が多かった。

日本の、例えば、工学院大学の教育とは

何が異なっているのだろうか。私が感じ

た第一印象は、価値観あるいは目指して

いるものの多様性とその振れ幅が大きい

ことだった。異なる価値観を持つ者が、

しかし同じ空間を共有して自らの作品を

生み出してゆく。その多様性と創造性の

幅の大きさが、AAスクールの強みなの

だろう。

　もうひとつは、徹底的に議論するこ

と。１年生のスタジオを見学した際も、

学生よりも数が多いのではないかと思わ

れる程大勢の先生達に囲まれて、必死に

プレゼンテーションしていた。国籍も文

化も異なる者同士が１カ所に集まり、自

分の目指す建築について議論し合う。建

築は勝ち負けではないが、議論を積み重

ねていく過程で必然的に自分の価値観が

鍛えられ、研ぎすまされて行く。日本の

学生が教育を受ける時の態度があまりに

も受動的なのとは対照的な熱気を感じて

有意義であった。

４．ロンドンの建築見学
　この他、ロンドンで見ておくべき建築

をいくつか見て回った。そのひとつがロ

ンドン動物園である。ロンドン動物園の

BedZED 見 学

AA ス ク ー ル 外 観 優 秀 作 品 の 説 明
（ 写 真 左 が AA ス ク ー ル の 島 崎 威 郎 先 生 ）

歴史は古く、初期の段階から施設の多く

を一流の建築家に依頼してつくられてい

る。私が特に重要だと考えるのは、ス

ノードン卿に協力してセドリック・プ

ライス（AAスクールで教鞭をとってい

た）が設計した大鳥籠と、コンクリート

の可能性を見事に示したペンギンプール

である。ペンギンたちは別の場所に移さ

れていたが、モダニズム建築が輝いてい

た頃の優美な姿を今も湛えていた。

　もうひとつは、ザハ・ハディド（こ

ちらもAAスクール出身）の設計した

「Loca London Gallery」。流体的デザ

インの第一任者であるザハの真価が遺憾

無く発揮されていた。

最後に
　実を言うと、私が学生の頃には留学に

はあまり関心を持っていなかったのだ

が、今になって考えると、あのとき何故

留学しなかったのか非常に悔やまれる。

その意味で、本学のハイブリッド留学

は、いわば本格的な留学の前の助走期間

を提供しているとも言える。今回参加し

た学生の中から更なる留学に進む人たち

が出てきてくれる事を願っている。

ロ ン ド ン 動 物 園 大 鳥 籠 外 観  ロ ン ド ン 動 物 園 ペ ン ギ ン プ ー ル

Loca London Gallery 外 観Loca London Gallery 内 観

東京大学大学院 修士課程修了
1984-1990 株式会社坂倉建築研究所
東京大学大学院 博士課程修了
工学院大学 助教授
工学院大学 教授

藤木 隆明 Ryumei Fujiki
1984

1994
2001
2008



ミラノ

パレルモ

レッコ

ミラノ工科大学
との国際交流
2011 ～ 2013

プレミオ・コンパッソ・ボランテの３年間を
振り返って
鈴 木 敏 彦

寄稿 11 題

mook 01

プレミオ・コンパッソ・ボランテとは
マ ル コ ・ イ ン ペ ラ ド リ

mook 01

１. 空 飛 ぶ コ ン パ ス と マ カ オ の 文 化 遺 産 　 ホ セ ・ ル イ ス ・ デ ・ サ レ ス ・ マ ル ケ ス
２. パ レ ル モ 大 学 と コ ン パ ッ ソ ボ ラ ン テ 　 ア ン ト ニ オ ・ デ ベ ッ キ 、 シ モ ー ナ ・ コ ラ ヤ ニ 、 エ ル サ ・ サ ン フ ィ リ ポ
３. IN ８ (2013 年 一 等 賞 )　 ピ エ ー ル パ オ ロ ・ ア バ ン ツ ィ 、 マ イ ネ ッ テ ィ ・ エ ン リ コ 、 マ ッ テ オ ・ ペ ド ラ ナ
４. link (2013 年 佳 作 )　 フ ァ ビ オ ・ マ リ ノ 、 ヴ ァ レ リ ア ・ ル ッ パ 、 カ ロ ジ ロ ・ ス カ ル デ ィ ー ナ 、 ジ ュ ゼ ッ ペ ・ マ リ ネ ッ ロ
５. プ レ ミ オ ・ コ ン パ ッ ソ ・ ボ ラ ン テ の 審 査 員 の 立 場 か ら 　 橋 本 し の ぶ
６. 持 続 可 能 な デ ザ イ ン プ ロ セ ス 　 ガ ブ リ エ レ ・ マ ゼ ラ
７. 外 国 か ら 見 た 日 本 建 築 の 時 間 に 関 す る 一 考 察 　 マ リ ア ・ ノ ボ ジ ロ バ
８. 国 際 性 と 学 際 性 　 杉 原 有 紀
９. 「 ど の よ う に 英 語 に ア プ ロ ー チ す る か 」 に つ い て の 一 見 解 　 マ イ ケ ル ・ カ ー ニ ー
10. コ ン パ ッ ソ ・ ボ ラ ン テ 後 の 就 職 活 動 　 久 保 裕 輔
11. ス イ ス 建 築 め ぐ り 　 山 口 大 樹

はじめに
　工学院大学は2011年にミラノ工科大

学と国際協定を結んだ。あれから３年、

コンパッソ・ボランテに本学から参加し

た学生は通算30名にのぼった。

　ぼくがマルコと知り合ったのは10年

前にさかのぼる。ある国際設計コンペに

応募した時に審査員だった彼が、僕の作

品を覚えていて、東京に来る時に突然電

話をしてきた。彼が編集している本に

僕の作品を載せたいと言う。事務所を訪

ねてきた彼を焼鳥屋に連れていくと、お

互いにワインが好きなこともあって、す

ぐに意気投合した。そして大学間の協定

にも話が及んだ。実は、このような個人

的関係が国際交流を実質的に運用する決

め手となる。一般に大学間協定は、学長

名で契約する。しかしそこに実質的な担

当者が不在の場合は、協定だけで実態が

ないことが多い。工学院大学の協定書の

フォーマットも同様のフォームでできて

いた。しかし、ミラノ工科大学には、

コーディネイター名という欄が用意され

ていて、実質的な担当者の記載が求めら

れた。そして、マルコとぼくがそれぞれ

の大学のコーディネイターとなって本交

流ははじまった。

2011年
　2011年５月に学生13人を連れてミラ

ノ工科大学のレッコ校舎を訪ねた。ミラ

ノ工科大学のチームに工学院大学の学生

が数人ずつ混じり、ポルトガルのヴィラ

ヴィソーザに建設するスパ施設（ウェル

ネスセンター）のアイデアを議論し始め

た。学生たちが身振り手振りを交えなが

ら、アイデアを伝えようとしていた姿が

印象的だった。ミラノの学生がパソコン

を開いているのでのぞきこむと、グーグ

ル翻訳でイタリア語から日本語に単語を

訳していた。お昼にはミラノの学生の案

内で、レッコの湖の傍にピクニックに行

き、夜は親睦ディナーを楽しんだ。翌日

はミラノ市内でアッキレ・カスティリ

オーニのスタジオやスフォルツェスコ城

を訪ねた。帰国後、学生たちはアイデア

を交換したり、CGのレンダリングを分

担したりして、工学院大学の学生が参加

したチームは見事、２位と３位に入賞し

た。エンジニアが強いミラノの学生に、

デザイン面で工学院大学の学生が貢献で

きたと確信した。

レ ッ コ は 人 型 の コ モ 湖 の 右 足 あ た り に 位 置 す る 。
ミ ラ ノ か ら 車 や 電 車 で 約 １ 時 間 の 距 離 に あ る 。

２ 等 賞 ： 「BEM ESTAR」
Veronica Cogliati ／ Vincenzo De Gregorio ／ Mattia 
Andrea Rio／ 建 築 学 専 攻 修 士 ２ 年 長 谷 川 公 彦 ／ 加
藤 学 ／ 建 築 学 科 ４ 年 山 本 晃 平

３ 等 賞 ： 「Break Water」
Elisabetta Azzolini／Elisa Beretta／Fabiola Cerri／ 建 築
学 専 攻 修 士 １ 年 渡 邉 聖 子 ／ 建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 科
４ 年 石 田 貴 大 ／ 二 村 玲

2012年
　2012年は、工学院大学の学生だけで

チームを組むことになった。僕のプロダ

クトデザイン特論を受講した15名の大

学院１年生が５チームを作った。テーマ

はミラノ市ブレラ地区にスマートアーキ

テクチャーを建てることだ。ミラノの敷

地調査には参加できなかったが、グーグ

ルアース等を駆使して敷地状況を分析した。

　６月にはミラノ工科大学からアンナ・

マンジャロッティ先生とマンジャロッ

ティ事務所の建築家である堀川絹江さ

んが来日し、ウェルカムパーティを開い

鈴木 敏彦

特集

工学院大学建築学部

プレミオ・コン
パッソ・ボラン
テの３年間を振
り返って
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た。学生たちはイタリア語の挨拶を通

じ、渡航の心構えができたようだった。

　７月には英語での発表会を終えたが、

実際に学生たちが本気で取り組み始めた

のは９月になってからだった。コンペ案

の詰めに加え、英語のプレゼンテーショ

ンの準備と、海外渡航の準備でてんてこ

舞いになっていた。コンパッソ・ボラン

テで初めて海外に行く学生も半数以上い

た。10月になり、飛行機からバスに乗

り換えてレッコについた時、予想外の寒

さに皆がふるえていた。山と湖に囲まれ

た土地では空気が新鮮で、そして学生に

とっては何もかもが新鮮だった。

　翌日、ぼくの研究テーマである被災地

のためのダンボールシェルターを、ミラ

ノ工科大とシンガポール工科大、工学院

大学の学生が入り混じったグループごと

に新たに設計するワークショップが始

まった。朝９時から夜５時まで彼らは鉛

筆とカッターを片手に、あれやこれやと

取り組んでいた。日本では2011年の東

日本大震災、イタリアでは2009年のラ

イクラ地震が記憶に新しい。建築家は被

災地で何が出来るかを常に考え、設計を

通じて貢献したいと考えている。その気

持ちを共有した。ミラノ工科大の学生が

一番見事なハウスを作った。彼らはまた

翌日の表彰式でも１位に入賞した。

　工学院大学からは井之川・伊東・久

保・チームが２位に入った。努力が報わ

れたチームも、また入賞に至らなかった

チームも、それぞれ得るところがあった

と思う。ミラノでは、ガレリア内のアー

バンセンターにて「プレミオ・コンパッ

ソ・ボランテ」展が開催された。

　この年は11月に東京でISATがあり、

マルコが来日した。講義の最後に各チー

ムへの講評があり、改めてコンペの意義

と自分たちの作品について考えることが

出来た。

ダ ン ボ ー ル シ ェ ル タ ー 鈴 木 敏 彦 賞 は 、 ミ ラ ノ 工 科
大 ＋ シ ン ガ ポ ー ル 工 科 大 チ ー ム に 贈 ら れ た 。 選 定
理 由 は 、 「 縦 で は 着 替 え 、 横 に す る と マ ッ ト で 寝
る こ と が で き る 。 曲 面 を 作 る の に 、 竹 の よ う な 節
を 作 っ て 強 度 を 出 し た の が 良 か っ た 」

２ 等 賞 ： 「Culture park」
建 築 学 専 攻 修 士 １ 年 伊 東 孝 文 ／ 久 保 祐 輔 ／ 三 浦 翔 太
プ レ ゼ ン タ ー は 、 審 査 員 で 卒 業 生 の 建 築 家 、 橋 本
し の ぶ さ ん

2012年10月11～19日 、 ガ レ リ ア 内 の ア ー バ ン セ ン
タ ー に て 、 「 プ レ ミ オ ・ コ ン パ ッ ソ ・ ボ ラ ン テ 」
展 が 開 催 さ れ た 。

2013年
３年目は春の敷地調査から参加する運び

となった。募集期間が短かったため、院

生１名、学部生５名で２チームを組み、

うち４名が３月末にマカオへ渡航した。

　敷地はコロアネ島の舟倉庫の跡地だ。

実際に歩いてみると地の利がわかる。ポ

ルトガルと中国、双方の歴史を受け継い

だマカオの街並みを歩き、レクチャーを

通じて敷地の情報を頭に入れた。

　４月からコンペ案に取り組んだが、学

生たちの進捗状況を見ていると、部分的

なアイデアはあるが、ばらばらで骨格が

見えなかった。もっと全体を支配するよ

うな強いコンセプトを構築するように指

導した。

　折しも５月から８月にミラノ工科大学

のマルコ研究室からクリスティーナ・プ

シェドウが来日し、ぼくの研究室に所属

することになった。週２日は大学の授業

やゼミに参加し、残り２日はぼくの事務

所で博士論文の研究を進めた。彼女の

テーマは黒川紀章のカプセルタワーのリ

2011 年 ５ 月 10 日 朝 8 時 、 ミ ラ ノ か ら レ ッ コ へ 向 か う バ ス の 中 、「 頑 張 る ぞ ー ！ 」

おわりに
　工学院大学のコンパッソ・ボランテ参

加者には３つの目標を掲げている。

（１）国際的な視野を養う

設計コンペを通じて各国の学生と切磋琢

磨し、多様性を理解する。そしてグロー

バルな思考を日本に還元する。

（２）コミュニケ―ション力の強化

英語とイタリア語を覚え、話す。間違い

を恐れず会話に加わり、コミュニケー

ションを楽しむ。

（３）海外進学、就職の実現

参加者から世界で活躍する人材を輩出す

る。国際交流はその一歩。

　学生時代に外国を知ることはとても

重要だ。ぼく自身、17歳の時にロンド

ン、パリ、ローマの古典建築を巡り衝撃

を受けた。その後フランスに留学したの

も、海外で仕事をするようになったのも

すべてこの時の体験がきっかけとなった

と思う。建築を学ぶ学生であれば、まず

はヨーロッパを旅してほしい。コンパッ

ソ・ボランテはそのきっかけとなるだろ

う。ぼくは志の高い学生をこれからも海

外に連れ出していきたい。

ノベーションだ。事務所でコンペ案の進

捗を見る時、クリスティーナも参加して

各チームにアドバイスを与えていた。英

語を話す留学生の存在は、周囲に良い影

響を与えた。

　９月頭に英語のプレゼンテーションの

発表会を開き、コンペ案の最終確認を

行った。ゲスト批評にカーニー先生と足

立先生と中島先生を呼んで、プレゼンを

見てもらった。遅々として完成には程遠

い出来だったが、その後９月末にどうに

か案を提出した。

　９月末のイタリア渡航は暑いパレルモ

に始まり、寒いレッコに移動し、ワーク

ショップと表彰式で幕を閉じた。ESPE

で行った足場ワークショップは、震災時

に迅速に組み立てられる避難所を参加校

の学生全員で作るものだった。翌日、ミ

ラノ工科大学の新しいレッコ校舎で行わ

れた表彰式では工学院大学からは受賞者

は出なかったが、参加することに意義が

あったと思っている。親睦ディナーでは

着物や折り紙といった日本の学生たちの

プレゼンテーションが大いに受けたし、

なによりも彼らには、イタリア人の友人

ができたことが大きい。僕にとってコン

パッソ・ボランテとは日本とイタリアを

結ぶ橋であり、学生に世界につながる扉

を用意することに他ならない。実際、ミ

ラノでの発表後、ほぼ全員が旅程を延長

してイタリア、スイス、ドイツ、フラン

ス、チェコを周遊し、建築や芸術の見聞

を広めた。

　秋には恒例となるマルコ先生の来日が

あり、水野学長との会談では英語教育と

交換留学の重要性を確認した。同様に日

本に一時帰国していた橋本しのぶさんと

二人の講演会「イタリア建築セミナー」

を開いた。その後、天ぷら屋に場所を移

し、マルコ先生、橋本さんと今後の進め

方について話し合った。2015年は東京

の敷地をテーマに開催するかもしれな

い。イタリアの皆は日本に来たがってい

るし、工学院大学もおもてなしの精神を

発揮するチャンスだ。

マ カ オ で のGetting Together Dinner 　
夜 の 親 睦 会 で は 、 イ タ リ ア の 学 生 た ち に と っ て は
珍 し い 中 華 の フ カ ヒ レ ス ー プ を 味 わ っ た り 、 日 本
か ら 持 ち 込 ん だ 折 り 紙 を み ん な で 楽 し ん だ 。
折 り 紙 テ ィ ー チ ャ ー と 化 し た 伊 藤 さ ん と 、 パ レ ル
モ 大 学 の 学 生 た ち 。 み ん な 初 め て 折 っ た イ ン コ を
手 に 嬉 し そ う だ ！

2013年10月2日 シ チ リ ア 島 パ レ ル モ に て 。 カ テ ド ラ ル の 前 で ジ ャ ン プ ！
左 か ら 川 合 遥 香 、 伊 藤 眞 子 、 飯 田 昂 平 、 鈴 木 敏 彦 、 渡 辺 隼 、 佐 藤 創 一

工学院大学 卒業
工学院大学大学院 修了
黒川紀章建築都市設計事務所
マルヌ・ラ・ヴァレー新都市開発公社（フランス）
早稲田大学 博士過程単位取得満期退学
東北芸術工科大学プロダクトデザイン学科助教授
首都大学東京 システムデザイン学部 准教授
工学院大学 建築都市デザイン学科 教授
工学院大学 建築学部 教授

鈴木 敏彦 Toshihiko Suzuki
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撮 影 ： 文 藝 春 秋

聞 き 手 　 谷 口 宗 彦 　 ( 工 学 院 大 学 建
築 学 部 建 築 デ ザ イ ン 学 科 教 授)
記 録 　 大 場 光 博 　(NICHE編 集 部)

2013年 ９ 月13日原 勇次

医療建築の
パイオニア
伊藤喜三郎建築
研究所を率いて
伊藤喜三郎建築研究所 代表取締役社長

NICHE 
Interview

伊藤喜三郎建築研究所は1952年の創業以来、「病院の伊藤」と
して医療建築のパイオニアの地位を築いてきた。2007年、原勇
次氏に社長の白羽の矢が立った。総合設計事務所として創業60
年を向かえ、今後の少子高齢化社会にどう対応していくのか。人
材育成の取り組みからアジア展開までを聞いた。

工学院大学 建築学科 卒業

（南迫研究室）

工学院大学大学院 建築学 修了

（波多江研究室）

株式会社 伊藤喜三郎建築研

究所 入所

設計部課長

設計部長代理

取締役設計部長

代表取締役社長

1973

1975

1984

1996

2003

2007

原 勇次
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伊藤喜三郎先生との出会い

谷口：工学院時代の思い出をお願いします。

原：谷口先生の助手時代に何度かお会い

しています。学部の時は二部に通ってい

ました。卒研で所属したのは南迫研究室

でした。南迫哲也先生は囲碁が大好きで

「建築空間と囲碁には共通性がある」と

言っていました。当時、南迫先生は講師

でしたので、大学院は波多江研に進みま

した。大学院時代はジャンルの異なる本

を読んでいる同期たちに大きな刺激を受

けました。難波先生の下で実験副手を2

年担当し、旧館の地下で鉄筋を引っ張る

実験をしました。1975年３月に工学院

大学大学院を修了しました。

谷口：事務所に入るきっかけは何でしたか?

原：大学院生だった1974年に、セント

ラルガラス国際コンペで佳作を受賞しま

した。伊藤喜三郎先生が審査員の１人で

した。丁度オイルショックの後で就職難

でもあり「来ないか」と声を掛けて戴き

ました。規模の大きい設計をやりたかっ

たので、入社試験を受けました。同時入

社は2人で、もう1人は芝浦工大卒でした。

谷口：私も伊藤喜三郎先生のコンペで受

賞したことがあります。1983年に江戸

川区南部の葛西沖埋立て地の一画で、

小学校２校と中学校１校の設計コンペ

がありました。清新町では、6,800戸に

23,000人が住む、緑豊かなニュータウン

を計画していたのを思い出します。公正

な審査委員長であったのが伊藤喜三郎先

生でした。

東 京 北 社 会 保 険 病 院 （2002 年 ）　
ナ チ ュ ラ ル リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を テ ー マ に 、 散 策 路 や 景 色 の 良 い レ ス ト ラ ン を 配 置 し た ガ ー デ ン ホ ス ピ タ ル

医療に必要なのはコミュニケーションと
スピード感

谷口：2011年の東日本大震災の際の対

応はいかがでしたか。

原：仙台に支店がありますので、東北の

お客様も多くいます。震災で被災した病

院がかなりあり、復興以前の復旧の段階

で耐震診断の依頼を頂きました。同時並

行して、ユニセフから被災地に寄付さ

れた10カ所の保育園建設のトータルマ

ネージメント業務と、３件の設計監理を

行いました。石巻の高齢者施設も設計中

で、間もなく着工します。

谷口：現在の事務所の構成をご紹介下さい。

原：意匠、構造、機械、電気といった建

築設計と、設計をサポートする品質管

理や積算、管理がある総合設計事務所
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められています。定年は65歳ですが、

本人の希望で再契約します。まだまだベ

テランの知識と経験が必要ですから。医

療機器関係は技術開発のスピードが早

く、変化も激しい世界です。国の医療施

策も年々変化していきます。常に時代の

制度に合った施設を作っていく必要があ

ります。

総合設計事務所の人材育成

谷口：業界では「病院の伊藤」と言われ

ています。自社の知名度をどう考えてい

ますか。

原：社長に就任したのが2007年４月で

すから、今年で７年目になります。これ

までの評判に甘んじずに、ブランド性を

高め、病院設計で超一流の会社になるこ

とが我々の使命です。病院、福祉、教育

といった医療系の分野に仕事が集中して

おり、どちらかと言うと手堅い設計事務

所のカラーが出来上がっています。しか

し若い人には自由な発想で、気概を持っ

て取り組んでほしいと思います。現在の

社員の平均年齢は42歳ですが、もう少

し若くしたいと思っています。

谷口：新人教育についてお聞かせ下さい。

原：スタッフを採用してから教育する必

要を感じています。病院設計は単語一つ

をとっても、大切で特殊なものが多いで

す。会社のDNA(体質)として、若い所員

には確実に一級建築士を取らせると共

に、一人の社会人として、恥ずかしくな

い人材に育成することを心がけていま

す。また、社内教育に力を入れており、

大学教授、病院コンサルタント、医師、

メーカー技術者に協力して頂いて、将来

の病院のあり方や、医療行政の動向、建

築の新技術について学んでいます。さら

に、学会や協会にも積極的に参加させ、

海外研修も行っています。

谷口：今後の医療福祉に対する取り組み

方について教えて下さい。

原：本格的な少子高齢化社会に突入し

て、2025年までに死亡者が約30万人増

えると言われています。特に都市部で

は、亡くなられる方をどこで看取るかが

です。同時進行中のプロジェクトは60

件程度で、所員は140人位です。東京の

本社以外に大阪、仙台、九州に支店があ

ります。以前の五反田の事務所の時は、

建築系と設備系が２つのビルに分かれて

いましたので、連携が疎遠になりがちで

した。昨年、2012年10月１日が事務所

創立60周年でしたので、記念事業の一

つとして豊島区髙田へ移転しました。ワ

ンフロアで全員が仕事のできる体制にな

りました。私は社長室を廃止して「言い

たいことがあればいつでもどうぞ」と社

員に意見を求めています。部署を分ける

パーテーションを取り除いたところ、社

員同士の距離が縮まりました。

谷口：なるほど、ワンフロアの良さが発

揮されましたね。 

原：予想通り、コミュニケーションが活

発になりました。病院の設計では、人、

モノ、情報が錯綜しているので、それら

を機能面から整理していかなければいけ

ない。規模が大きくなればなるほど、打

ち合わせする人も機会も増えます。当

然、担当者には人としての対応能力が求

栃 木 県 医 師 会 温 泉 研 究 所 附 属 塩 原 病 院 （2008 年 ）
リ ゾ ー ト 地 の 豊 か な 自 然 と 、 豊 富 な 温 泉 を 活 か し た 回 復 期 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

埼 玉 医 科 大 学 国 際 医 療 セ ン タ ー （2007 年 ）
患 者 中 心 に 建 築 を 配 置 。 ア メ ニ テ ィ コ ア と し て の
大 き な 中 庭 や メ デ ィ カ ル モ ー ル も 併 設

大きな問題になってきます。昔は自宅で

看取ったものですが、家族構成の変化や

住宅事情から、現在は病院で亡くなる方

が多くなっています。この30万人を病

院で看取ると、医療費が8.5兆円増えま

す。国は社会保障費を削減するために医

療から介護への移行を目指しています。

医療提供体制を見直し、在宅で介護する

地域包括ケアシステムへと変わってくる

のです。我々は国の医療政策と社会の流

れを読み取り、お客様へ最善の提案をし

ていきたいと思っています。我が国では

人口減少に歯止めがかからない状況で

す。これは国内マーケットの縮小を意味

するので、対応策として海外展開を視野

に入れています

海外展開と躍進

谷口：具体的な事例を教えて下さい。

原：国のODA(政府開発援助)の案件が年

間１～２件あります。また、民間プロ

ジェクトの場合は、今は基本設計までの

業務です。中国では規模の大きいプロ

ジェクトが多く、若手スタッフが大規模

なプロジェクトに参加するチャンスで

す。中国側にも日本的な病院を作りたい

という希望がありますが、商習慣が違う

のでやりにくい面もあります。大連のプ

ロジェクトでは間に現地の方をたてて調

整をお願いしました。竣工後に建物を見

たところ、細かな点で違和感がありまし

たが、全体としては日本的に仕上がって

いました。

谷口：海外の打ち合わせではどんな問題

が生じますか。

原：設計を進めていく際に、施設のス

タッフとの細かく打ち合わせていくと、

いろいろなリクエストが出てきます。

しかし、誰がクライアントで、誰がユー

ザーなのかを冷静に判断しなければな

りません。我々は患者やスタッフや見舞

客といったユーザーの目線から提案しま

すが、中国では医師の立場が何よりも優

先されます。また、中国では地方からの

患者の家族が病院に宿泊する事がありま

す。そのため、日本の病院とはかなり異

なるイメージで使われることがあります。

谷口：今後の展開についてお聞かせ下さい。

原：アジアでは今まで以上に積極的に展

開したいと思っています。現在、ベト

ナムで調査業務を行っております。現

地の営業はまだ十分ではありませんが、

ODAによる実績があるので、仕事の問

い合わせを頂いたり、商社や病院のトッ

プの紹介で弊社を指名して頂いたりして

います。国内では、2012年の創立60周

年を機に、Σ綜合研究室を設立しまし

た。シグマの社章のごとく、新たな英知

を積み重ねて力強く前進することを意図

しています。10年後、 20年後の病院設

計を予測し、現在の研究を活かして、未

来に躍進しようと考えております。

谷口：では最後に、若い人達に一言お願

いします。

原：学生参加のコンペで工学院大学の学

生が受賞するのが楽しみです。ストレス

に負けずに果敢に挑んでほしいと思いま

す。建築のデザインに興味を持ち、大き

な志を持ち続けて下さい。

大 連 医 科 大 学 第 二 病 院 教 学 病 棟

音 羽 倶 楽 部 （1994 年 ）
小 高 い 丘 に あ る 宿 泊 施 設 付 き の 研 修 所 。ア ー ス カ ラ ー
を 用 い て 自 然 と の 共 生 、 景 観 と の 調 和 を 目 指 し た

野 馬 追 の 里 原 町 市 立 博 物 館 （1995 年 ）
重 要 無 形 民 俗 文 化 財 、 相 馬 野 馬 追 を 次 世 代 に 伝 承
す る 博 物 館 。 バ リ ア フ リ ー に 留 意 し た

川 口 市 立 戸 塚 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 　 エ ン ト ラ ン ス
（2008 年 ）

敷 地 の 高 低 差 を 活 か し て 配 置 。 メ イ ン エ ン ト ラ ン
ス か ら １ 、 ２ 階 を 大 階 段 が つ な ぐ
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工学院大学が輩出した人材の足跡を訪ねる

佐藤 信次郎

岐阜県で最初を、次々と……
　佐藤信次郎は、1898年(明治31年)、

東京・京橋に生まれた。双生児の兄で

あった。生家が何を生業にしていたかは

定かではない。1917年(大正６年)７月、

工手学校建築学科を卒業する。第56回

生で、同窓には55名いた。すぐに、あ

めりか屋に就職する。あめりか屋は、

1903年(明治42年)に創立された住宅専門

会社である。

　しかし、何があったのか、また当時の

徴兵制度がどうなっていたのか詳らかに

しないが、翌年の10月には中国の青島

や天津を旅した後、工兵隊19大隊に所

属し朝鮮に赴いている。1921年(大正10

年)、工兵隊19大隊第一中隊三年兵を除

隊になり、天津に戻っている。そして、

帰国である。

　住み着いたのは、大阪であった。柳下

建築事務所(所長:柳下実)に職を得る。こ

の事務所で、信次郎は、ある人物と同

僚になる。河村鹿市である。河村は、

1897年(明治30年)、岐阜県揖斐郡大野町

に生まれ、1923年(大正12年)に早稲田大

学理工学部建築学科を卒業して柳下建築

事務所に入所していた。

　河村の出身地をリフレインしていただ

きたい。“岐阜県”である。河村との出会

いは、信次郎のその後の建築人生を決定

づけることになった。河村に、故郷の小

学校の設計依頼が舞い込んだ。事務所に

ではない。河村個人に来たのだ。受ける

には事務所を辞めなければならない。し

かも一人で仕切れる規模ではとてもな

い。河村は、信次郎を誘った。ここに

｢河村・佐藤建築事務所｣が誕生する。

1924年(大正13年)、場所は岐阜市春日町

高野……岐阜県で最初の建築事務所で

あった。

　事務所の初作品は、もちろん河村が受

けた故郷の小学校｢席田尋常高等小学校｣

である。竣工は1925年(大正14年)、これ

類洲 環
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近代建築を支えた建築家の系譜

下調べは万全だ。久し振りの高揚感に震えた。収穫の多い取材になる……はずだった。
類洲 環 │ Kan RUISU

岐阜建築界のパイオニア

Sinjiro SATO 1898 - 1978

もエポックを刻んでいるのだが、岐阜県

で最初の鉄筋コンクリート造の教育施設

として評判を呼んだ。

　そして、代表作の｢岐阜県図書館兼会

館(現:岐阜県教育会館)｣である。竣工は

1926年(大正15年)。鉄筋コンクリート

造、２階建て。資料は伝える。

　｢正面入口にアーチ形式、また上部の

円弧形と側面の大きな山形でアクセント

をつけ、表現主義風な容貌で異態を呈し

ていたという｣

(『総覧日本の建築第５巻東海／新建築

社／1986年』)

　“異態”…恥ずかしながら、大好きであ

る。で、カメラの電池を確認し、所在地

である岐阜市美江寺町２-１に、意気揚

揚と出かけました。

　ない！　汗をかきかき走り回って探し

た。ない。通りがかりの男性に、聞いて

みた。男性は冷ややかに言った。｢一年

前に解体されたよ｣残念！！

ブ ロ グ  「 か ど の 煙 草 屋 ま で
の 旅 」

『 依 佐 美 通 信 所 が 建 て ら れ る
少 し 前 の 大 正 末 頃 、 同 じ 東 海
地 方 の 岐 阜 市 で 表 現 主 義 風 の
建 物 が 竣 工 し て い ま す 。
岐 阜 で 建 築 事 務 所 を 開 い て い
た 河 村 鹿 市 と 佐 藤 信 次 郎 が 手
が け た 岐 阜 県 図 書 館 で 、 こ ち
ら は 現 存 し て い ま す の で 見 学
可 能 で す 。 』

ブ ロ グ  「 パ ワ ー ス ポ ッ ト と
歴 史 ゆ か り の 地 を 訪 ね る 」

『 石 原 美 術 は 、 岐 阜 県 で 最 も
早 く 一 級 建 築 士 に な っ た と い
わ れ る 佐 藤 信 次 郎 と 言 う 建 築
家 が 設 計 し た も の で 、 こ の 建
物 は ユ ー ゲ ン ト シ ュ テ ィ ル
( ニ ュ ー ス タ イ ル ) と 呼 ぶ ド イ
ツ 様 式 で 、 ス テ ン ド グ ラ ス
も ド イ ツ で 製 作 し た そ う で
す 。 』
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岐 阜 県 図 書 館 兼 会 館 ： フ ァ サ ー ド の 中 央 部 分 の
“ 円 形 ” を 重 ね た 造 形 は 完 璧 な 表 現 主 義 。 こ の 名
作 が １ 年 前 に 解 体 さ れ て い た と は
撮 影：shortwood、ブ ロ グ 「 か ど の 煙 草 屋 ま で の 旅 」

　｢河村・佐藤建築事務所｣は1927年(昭

和２年)に解散する。３年間の共同経営

であった。さてはと、ワイドショー・オ

タクの人たちならいろいろと憶測しそう

だが、いわゆる発展的解散で、以後、岐

阜市内にそれぞれの建築事務所を開設

し、河村の結婚式には信次郎夫妻がつと

めるなど、河村が亡くなるまで1947年

(昭和22年)、公私ともに交流は続いたと

いう。

現存する作品がなくなった!
　意気揚揚から意気消沈。でも、もう一

つの作品が残っている。｢石原美術｣であ

る。｢岐阜県図書館兼会館｣の幻影を引き

摺りながら、猛暑のなかを歩くこと約

20分。｢石原美術｣は“現存”していた。

　素晴らしいアール・ヌーヴォー建築

だった。元気は回復、暑さも吹き飛ん

だ。一渡り見学し、落ち着いたと同時

に、ある疑問が沸沸と湧くのを抑えきれ

なくなってきた。｢石原美術｣は、信次郎

の作風ではない！

　信次郎の真骨頂は“表現主義”である。

もとより、当時の建築家は、和風も様式

もこなした。しかし、｢石原美樹｣のアー

ル・ヌーヴォーは本格的である。設計者

は相当の手練だ。学校の授業で、カラス

口を走らせながらギリシャ建築を模写し

たぐらいではとても及ばない才能だ。信

次郎にその力量はないとはいわないが、

目指しているものが端から違うのだ。

　建築は、時代を濃厚に刻む。信次郎が

河村と事務所を持つ少し前の1920年(大

正９年)、分離派建築会が華々しく鬨の

声を挙げた。ドイツの表現主義に深く傾

倒し、建築は個性の表現と謳う彼らの行

動には、地方で同じ設計を生業にする信

次郎にとって無関心ではいられなかった

はずだ。分離派のメンバーは、皆、信次

郎と同世代だ。山田守、堀口捨己……。

｢岐阜県図書館兼会館｣の正面アーチは、

山田守の｢東京中央郵便局｣1925年(大正

14年)のパラボラ型アーチを彷彿とさせ

はしないか。

　｢石原美術｣の竣工した1914年(大正３

年)から推察しても、合点がいかない。

この時、信次郎は16歳である。工手学

校も卒業していない。まだ、岐阜と縁も

縁もない。｢石原美術｣の前身は｢日下部

汽船本店｣である。日下部汽船は、岐阜

県羽島市出身の海運王・日下部久太郎の

興した会社である。

　岐阜市に本店を持つ実業家と、岐阜市

で最初の一級建築士を得た建築家が出会

うのは時間の問題であったが、大正３年

は、いかにも早い。

　日下部汽船から信次郎に最初に仕事

が依頼されるのは1930年(昭和５年)であ

る。｢神戸支店改造｣である。その後、

1940年(昭和15年)まで、８件ほどの施設

の設計をする。

　蛇足だが、久太郎は、兵庫県神戸市垂

水区の舞子海岸を見下ろす高台に｢別邸｣

を建てた。1915年(大正４年)である。現

在も｢舞子ホテル｣として活用されている

のだが、これがまた半端ではないアー

ル・ヌーヴォー建築なのである。巷間に

は｢石原美術｣と｢舞子ホテル｣は同じ設計

者で、なかには佐藤信次郎と高らかに宣

言しているものもあるが、本当だろう

か。執拗だが、信次郎が建築に求めてい

たのは“精神性”であり、“装飾”ではない。

　｢石原美術｣が信次郎の設計でないとす

ると、彼の現存する建築はなくなってし

まうのか。

　独立してからの代表作である｢丸物百

貨店岐阜支店｣1937年(昭和12年)は鉄筋

コンクリート造、地下１階・地上９階、

延床面積3,179㎡の市内で最大規模のデ

パートであったが、残念ながら、もうない。

　作品譜の最後に記されるのが｢山林

会館｣である。竣工は1957年(昭和30年)

だ。残っているのか・いないのか。八方

に手を尽くしたのだが、判然としない。

　じゃあ、信次郎の現存する作品は皆無

になってしまうのか？　これでは物語に

ならないと、藁にも縋る思いでインター

ネットを繰っていると、捨てる神あれば

拾う神ありです。ありました！

　｢大垣市守屋多々志美術館｣である。

　河村・佐藤建築事務所時代の1925年

(大正14年)に｢大垣貯蓄銀行ビル｣として

竣工。鉄筋コンクリート造、地上３階建

て。その後｢名鉄マルイ｣となり、2001

年(平成13年)に｢大垣市守屋多々志美術

館｣として再生した。

　守屋多々志は、大垣市の出身で、同市

の名誉市民であり、文化勲章受章の日

本画家である。｢大垣市守屋多々志美術

館｣は、守屋家と大垣共立銀行の協力に

より、改修の後、大垣市が無償で借り受

け、暫定的に整備したものである。

　大垣共立銀行・総務部管財課の許可を

受けて、ホームページより外観を紹介す

るが、壁面を段々に凹ましているところ

や、コーナー部に丸形を配しているとこ

ろなど、表現主義が面目躍如している。

同じ人生なら、楽しんでいこう
　信次郎のお孫さんが岐阜市内に、ご健

在であった。いろいろと資料を閲覧させ

ていただいて、信次郎の私生活にも近づ

けた。音楽が好きで、自らバイオリンも

石 原 美 術 ： 信 次 郎 の 設 計 で も な い の に 、 何 故 、
堂 々 と 写 真 を 載 せ る の か ？ 　 傑 作 だ か ら だ 。 観
て い れ ば 絶 対 に 幸 せ に な る で し ょ う

席 田 尋 常 高 等 小 学 校 。 佐 藤 信 次 郎 の 母 校 。 1925
年 施 工

嗜んでいた。しかし、何に感動したかと

いえば、ご自邸であった。見事な数奇屋

建築なのである。聞けば、戦後、信次郎

が根尾という村にあった家屋を移築した

ものであった。京都の｢残月亭｣の写しだ

そうだ。下地窓、欄間、床の間などに数

奇屋の粋な“匠の技”が横溢している。

　“表現主義”と“数奇屋”……声高に主張

しないけれども、密かに“個性”をちりば

めるところなど、根は一緒である。そう

いえば、信次郎は著作を５冊ほど残して

いる。『空襲体験の手記』から『或る旅

日記』まで、硬・軟をこなし、みんな名

文である。その１冊から紹介する。

　｢柳ケ瀬に丸物百貨店が建設されると

き、私はその基礎工事(総地下室)が湧水

のため、非常に困難であろうこと、従っ

て水圧による根切崩壊の危険があり、隣

接の高層建築(大垣共立銀行)に対する災

害予防には万全を期すべきことなどを指

示しましたが、果して堀方が地下２メー

トル程の深さに達すると、物凄い湧水

で、一分として浸っておれないような冷

徹な水が何十馬力のポンプを以てして

も、替え切れない程の勢いで湧水したの

です。当時、面白ろ半分に計算したこと

ですが、この水を四斗樽につめてならべ

ると地球を一周りするほどの量であっ

たと記憶しております｣(『けんちく風流

談』／1964年)

　その｢丸物百貨店｣が何とNHKで報道さ

れたのだ。記事は伝える。

　｢丸物百貨店は、戦前から岐阜市に

あった唯一の百貨店で、まさに岐阜のシ

ンボルでした。当時はめずらしい鉄筋の

建物だったために、空襲にもすすけた姿

で焼け残り、戦後の復興にはきれいに塗

り直されて営業を再開しました。

　2000年(当時は近鉄百貨店)ついに取り

壊しが決まった際、空襲被害ですすけた

壁の、一部を切り取りました。最上階の

従業員用の階段、踊り場部分の壁だけ

が、戦後ずっとそのままに残されていた

からです。いま平和資料室に展示されて

いるその壁に、NHK岐阜支局の小川記者

が注目し、戦後記念向けの報道特集を

作ってくれました。『戦前、戦災、戦

後の復興までを見まもった丸物の壁』

物語です。報道は、８月13日(東海北陸

全域)、14日(岐阜地方)と２夜に渡って

放映され、多くの反響をいただきまし

た。｣(ホームページ「岐阜平和通信」よ

り引用)

　佐藤信次郎は、1978年(昭和53年)に逝

去する。享年80歳であった。東京の京

橋の生まれとはチャキチャキの江戸っ子

である。その生粋の江戸っ子が、岐阜県

という東海の一地方を終の棲家とした。

人生の不思議を感じてならない。

　帰りの新幹線のなか、缶ビールを傾け

ながら、佐藤信次郎とは、どういう人

だったのだろうかと、改めて想いを馳せた。

　岐阜に落ち着くまでに、そして落ち着

いてからも波乱万丈だったに違いない。

信次郎は、その波乱万丈を楽しんでいた

ように思えてならない。もちろん不屈の

闘志が底辺に流れていたのは間違いない

が、彼の建築の作風、自邸、著作の幅と

文体、そしてバイオリンの趣味などから

察するに、たかが人生・されど人生、同

じ人生なら、悩まずに、楽しんで過ごそ

うというのが信次郎の信条だったような

気がする。読者の皆さんも、ぜひ人生を

楽しんで下さい。

　─やはり、期待通りの収穫の多い取材

になった。

東京都立川市 生まれ
昭和第一工業高等学校建築科 卒業
工学院大学 建築学科 卒業 ( 堀越研究室 )
新建築社編集部 入社
環編集室 設立
著書：『伽牙組忍法帳～いざ戦わん、真田新十
勇士よ！』『西洋館炎上』『一小わくわくクラブ
奮闘記 Part2』『建築 21 世紀はこれからだ』( 共著 )

類洲 環 Kan Ruisu
1945
1964
1968
1973
1997

大 垣 市 守 屋 多 々 志 美 術 館 ： 信 次 郎 の 現 存 す る 唯 一
の 作 品 。 表 現 主 義 が 面 目 躍 如 し て い る 。 築 88 年 、
保 存 し て く れ た 関 係 者 に 感 謝 ！

信 次 郎 は 岐 阜 市 の 空 襲 後 の 街 並 み を 数 多 く 撮 影 し
て い る 。 そ の 貴 重 な 写 真 が 2010 年 ( 平 成 22 年 )
７ 月 、 平 和 資 料 室 に 展 示 さ れ た

佐 藤 邸 ： 素 晴 ら し い 数 奇 屋 建 築 だ 。
こ の 家 を 残 し 、 生 活 を さ れ て い る 信 次 郎 の お 孫 さ
ん ご 家 族 に も 感 謝 で あ る

1937 年 ( 昭 和 12 年 ) 丸 物 百 貨 店 の 現 場 に て

※今回ほど、いろいろな方にお世話に

なった取材はない。信次郎のお孫さんの

佐藤展正さんご夫妻、石原美術の石原忠

光様、日本建築学会東海支部、日本建築

家協会東海支部、大垣市守屋多々志美術

館、大垣共立銀行・総務部管財課、岐阜

県図書館、そして名古屋市立大学名誉教

授の瀬口哲夫先生、席田小学校教頭の山

下哲也先生、shortwood 様、篠崎喜樹様、

陽陵泉様、誌面を借りて、改めてお礼を

申し上げる。

　本当に、ありがとうございました。
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歴史街に寄りそう街、ローマ
八 嶋 一 志

アメリカ２都市の美術館を巡る旅
岩 澤 美 帆

若者よ、旅に出でよ！
1999 年 よ り 工 学 院 大 学 建 築 学 部 同 窓 会 で は、
在 学 生 に 海 外 研 修 の 軍 資 金 の サ ポ ー ト を 行 っ
て い る。 志 の 高 い 若 者 に は、 海 外 で 見 分 を 広
め、 新 し い 体 験 に 心 を 振 る わ せ、 異 文 化 に 触
れ た 感 動 を 日 本 に 持 ち 返 っ て ほ し い。2013
年 度 に 旅 し た ６ 名 は 何 を 見 聞 き し て き た の だ
ろ う か。 実 感 の こ も っ た 世 界 ７ カ 国 で の レ
ポ ー ト が、 私 た ち 読 者 を 誌 上 の 旅 へ と い ざ
な っ て く れ る。

海外視察レポート

mook 01

mook 01

環境先進国スウェーデンとデンマークのまち
づくりを学ぶ旅
関 野 茉 祐

マダンを通して韓国の心に触れる
康 あ ん な

多様な都市文化を巡る旅
久 保 田 慈 子

ドイツ・イギリス　バスの旅
原 口 彩

mook 01

mook 01

mook 01
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庶 民 の マ ダ ン 。 日 常 的 に 様 々 な 行 為 （ 洗 濯 、 漬 け 物 づ く り 、 農 作 業 ） が 行 わ れ る 重 要 な 場 所

康 あんな

マダンを通
して韓国の
心に触れる

NICHE PASSPORT

世 界 遺 産 の 慶 州 良 洞 村 。 人 々 が 伝 統 に 寄 り 添 い 、 生 活 を 営 ん で い る
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村 の 入 り 口 の マ ダ ン で 行 わ れ た 小 正 月 「 テ ボ ル
ム 」 の 祭 祀 。 新 年 の 災 い を 取 り 払 い 、 平 穏 な 一 年
を 願 う

韓国特有の空間「マダン」調査のため、
慶尚北道の安東河回村、良洞村を訪れ
た。その他に江原道の束草、鉄原、忠清
南道の天安を訪れ、首都ソウルでは現代
建築を見て回った。

世界遺産の村へ
　安東河回村は600年前より豊山柳氏と

呼ばれる一つの姓を持つ人々が集まり

代々暮らしてきた村で、2010年に世界

遺産に登録されている。この村の特徴

は、風水の「背山臨水」という考え方に

基づいた立地条件のもと、村が構成され

ているところにある。ここでは住宅のマ

ダンを調査した。マダンとは韓屋と呼ば

れる伝統住宅の敷地内外にある、土を踏

み固めた平らな外部空間を指す。何もな

い空間ゆえ、多目的な用途に用いられ

る。住宅のマダンは、洗濯を干したり、

調味料を甕に貯蔵したり、農作業の場所

として用いられることを確認した。

小正月の綱引きを体験
　良洞村は慶州孫氏と驪江李氏の２つ

の家門が500年前より住み続けている村

だ。河回村と共に2010年に世界遺産に

登録された。この村の特徴は、平民の家

である藁葺きの家が低いところにあり、

両班と呼ばれる貴族の家が高台にあると

ころである。自分たちの土地と働き手た

ちを一望できるように、と両班が主従関

係を高低差に表現した。ここでは集落の

マダンを調査した。マダンは住宅に限ら

ず集落内部にもある。土を踏み固めた平

らな外部空間で、農作業や村の祭祀と

いった多目的用途の空間であると同時

に、集落の共同体を象徴する場でもあ

る。偶然にも滞在日が小正月「テボル

ム」にあたり、集落内のマダンで「チュ

ルタリギ」という綱引きの神事を体験す

ることができた。

マダンの過去と未来
　河回村、良洞村では、「民泊」と呼ば

れる古民家での宿泊体験をした。河回村

では150年前に建てられた藁葺き屋根の

古民家に宿泊し、良洞村では文化財に指

定されている二香亭に宿泊した。二香亭

では使い込まれた床下暖房オンドルの暖

かさを体感できた。

天安にある壇国大学校を訪れた際には、

緑地造景学科の先生の計らいで、ソウル

にある北村、都心部の狭小な韓屋におけ

るマダンを調査することができた。

近年、マダンは朝鮮半島固有の空間概念

として、建築やランドスケープのコンセ

プトとして用いられている。韓国のまち

づくりではコンセプトにマダンを用いた

近隣公園をつくる動きがある。ソウルの

ヤンジ公園はソウル大学で教鞭をとるラ

ンドスケープの専門家と、学生、地域住

民が一緒になって計画・設計したもの

で、維持管理は住民によって行われてい

る。ここで住民が運動や談笑する様子を

みることができ、地域に根付いた憩いの

場としての現代のマダンのあり方を垣間

見ることができた。

卒業研究は続く
　朝鮮半島で生まれたマダンは時代とと

もに変化し、また海を越え、日本の在日

コリアン・社会の中で祭りとして根付い

ている。日本におけるマダン研究は住宅

内のマダンに関するものが多く、集落の

マダン研究はほぼ手付かずである。その

ような中、今後もマダンの変遷を追い、

伝統的なマダンが時代と共にどのような

空間的変化を遂げたのか調査を続けた

い。

大阪 生まれ
大阪府立刀根山高等学校 卒業
大阪芸術大学 芸術学部環境デザイン学科 卒業
工学院大学大学院 工学研究科建築学専攻 
( 篠沢健太研究室 ) 入学
工学院大学大学院 工学研究科建築学専攻 修了
韓国の清州国際工芸ビエンナーレ 2011 にて日本
向けの広報を担当。学部時代より、都市や建築の
写真を撮り続けている。

康 あんな Anna Kang 
1986
2005
2011
2012

2014

ヤ ン ジ 公 園 の マ ダ ン 。 住 民 同 士 の 関 係 が 薄 い 現 代
社 会 で は 共 同 体 の 象 徴 と し て 用 い ら れ る
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建築と写真と建築と
中 田 聡 一 郎

スウェーデンヒルズゴルフ倶楽部
笹 栗 達 夫

仕事色々
片 岡 照 博

設計の段取りを活かす料理の仕事
フ ル タ ヨ ウ コ

近況報告

mook 01
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自 由 大 学 の 「 朝 ご は ん 学 」 で は 料 理 を い か に 美 味 し そ う に 撮 る か も 教 え て い る 。
朝 の 光 は 柔 ら か い の で 、 逆 光 で 撮 影 す る と よ い 、 と い う 例

フルタ ヨウコ

設計の段取
りを活かす
料理の仕事

NICHE LETTER

HOME.　
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文章、写真、料理の仕事
　私は学生時代、建築が好きで建築家に

なりたいと思っていた。国内外、新旧問

わず建築を体験しに行き、様々な建築や

デザインの本を読み、興味のある建築家

の講演会があると足しげく通い、設計事

務所でアルバイトをする建築オタクだっ

た。しかし縁あって就職した先は家具

屋。そこでデザイン関係の展覧会の企画

を担当した後に、編集者、ライター、カ

メラマン、料理家とさまざまな仕事の経

験を積んだ。現在の建築関係の仕事とい

うと、数年前から雑誌『住宅特集』で不

定期に連載している「建築家自邸からの

家学び」のみ。しかもライフスタイル全

般を見渡してきたスタンスから、建築家

のご家族へのインタビューをして欲しい

というオファーがあったから。

朝ごはん学を学ぼう
　現在は東京・池尻にある自由大学で

「朝ごはん学」という講座の教授を務め

ている。「ライフスタイルを変えるため

には、朝ごはんのとりかたを学ぶ場を作

りたい」というキュレーターからの依頼

だった。私は料理家、カメラマン、編集

者をしているので、料理はもちろんのこ

と、器、インテリア、テーブルスタイリ

ング、そして朝ごはんの光景を撮影して

記録することまでを含めて「朝ごはんの

時間」を作る。朝ごはんの時間をいかに

充実したものにするかでその日１日が変

わる。毎日ちゃんとした朝ごはんを食べ

ることによって暮らしが変わる。暮らし

かたも編集次第なのだ。

段取りなくして成功は無し
　建築家という職能には複合的な視点が

必要だ。ただ建物＝箱を設計するだけで

なく、建物を快適に使用するためには、

動線、光の入り具合や温度、目的に応じ

た大きさと素材を吟味してシミュレー

ションすることが必須だと思う。料理の

仕事も然りで、料理の食材、その料理を

盛りつける器、それを食べる場所をすべ

て考えることが欠かせないので、建築と

料理は「段取り＝編集力が重要である」

ということで通じていると感じている。

　展覧会の企画をしている時に多くのデ

ザイナーやメーカーの方と知り合い、デ

ザインの展示会でパーティの料理をよく

担当させて頂いている。毎回、パーティ

のテーマや展示作品の意図だけでなく、

予算や客層をヒアリングし、主役のデザ

2013 年 11 月 6 日 IFFT 旭 川 家 具 ブ ー ス の た め の ケ ー タ リ ン グ 。 旭 川 の 食 材 と 器 を 活 か し た テ ー ブ ル セ ッ テ ィ ン グ を 行 っ た 。
正 面 か ら 時 計 回 り に ト マ ト の ゼ リ ー 、 マ ッ シ ュ ポ テ ト の カ ナ ッ ペ 、 旭 川 産 の チ ー ズ と お 米 の お む す び 、 リ ン ゴ の ケ ー キ 、 鹿 肉 の カ ナ ッ ペ

東京都立川市 生まれ
日本大学第二高等学校 卒業
工学院大学 工学部建築学科 卒業
( 澤岡清秀研究室 )
BC 工房 入社
フリーランス
株式会社クラシコムが提供する「暮らしのしごと
サポートプログラム」の支援を受けた活動を開始
初のレシピ本発売『果物のごはん、果物のおかず』

（誠文堂新光社）
株 式 会 社 ク ラ シ コ ム の 食 に ま つ わ る 子 会 社
KURASHI&Trips 株式会社共同設立

フルタ ヨウコ Yoko Furuta
1973
1992
1997

1997
2000
2012

2013

工 学 院 大 学 に て 、 槇 文 彦 氏 を 囲 む 懇 親 会 。「 ス ク エ ア で
ス マ ー ト な 都 市 」 と い う 槇 先 生 の イ メ ー ジ に 合 わ せ た
料 理 と テ ー ブ ル セ ッ テ ィ ン グ 。 先 生 の 好 物 で あ る と い う
グ リ ッ シ ー ニ を 樹 に み た て 、 プ チ ト マ ト の ハ チ ミ ツ マ リ
ネ や キ ャ ベ ツ の ハ ー ブ マ リ ネ な ど 、 さ り げ な く ひ と 工 夫
加 え た 料 理 を 連 続 し て 置 く こ と に よ っ て ま っ す ぐ な 街 路
を 作 り 上 げ た

インを引き立たせる料理やドリンク、

テーブルコーディネートを考え出す。参

加者が200人にのぼるパーティもある。

食材を調達して料理をつくり、当日短時

間でテーブルセッティングを仕上げるに

は、段取りなくしては成功は有り得な

い。規模が大きくなればなるほど、緻密

な段取りが必要になればなるほど、学生

時代に設計事務所でアルバイトしていた

時のことを思い出す。料理の仕事や料理

家のアシスタントなどを経ずに今まで

やってこられたのも、実際に設計の仕事

を見ていたおかげである。建築を学んで

いなければ、現在のような料理の仕事を

していなかったのでは、充実した仕事を

していなかったのでは、と思っている。
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照明デザイン　新宿イーストサイドスクエア
三 井 敦 史

山形エコハウス
持 田 正 憲

2013 年復興計画　自力建設の実例
石 田 信 男

コダチノイエ
伊 藤 潤 一
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mook 01

卒業生の新作紹介

光の動線をつくる
　私たちのような照明デザイナーは、建

築設計者と協働する中で、建築のコンセ

プトや構成を読み取り、光を使った様々

なアプローチを行う役割を担っている。

オフィスビルのプロジェクトにて、光を

計画する上では光の動線が特に重要だと

考えた。利用者が気持ちよく、わかりや

すく、メリハリを持って楽しく昼夜問わ

ず過ごせるような光環境をつくることを

意識して設計した。

新宿イーストサイドスクエア
　計画地は『東新宿駅』と直結した場所

にある。多様な都市機能をもつ新宿副都

心の東端で、地下鉄副都心線と大江戸線

が乗り入れている地上20階、地下１階

のオフィスビルだ。北側地下で地下鉄

駅と接続し、オフィスワーカーのための

商業施設が配置されたサンクンガーデン

を緩衝帯として、２層吹き抜けのオフィ

スエントランスに繋がっている。建築デ

ザインは、マッシブなオフィスビルと有

機的な曲線を持つランドスケープが貫入

しあう構成である。照明計画ではこの境

界部分を強調し、施設構成が浮かび上が

るような光の配置を行った。また、建築

とランドスケープの要素を取り入れた

「点・線・面」の光というコンセプトを

元に、まちと施設外構、外構と建築のデ

ザインの融合を図った。

地下サンクンガーデン
　地下１階には飲食店、医院、フィット

ネスクラブが配置されている。ランダム

な床パターンにあわせた床埋込ライン照

明と植栽へのアッパーライト、ベンチ下

のフットライトで賑わいをつくり、落ち

着いた明るさのオフィスロビーとのコン

トラストを明快に演出した。床面と大階

段に建築外装のランダムな開口をモチー

フとした「点」の光を配置し、利用者を

オフィスエントランスから地下鉄駅へと

導く。また、店舗サイン上部に設置した

アッパーライトからの「面」的な光で天

井を照らし、空間の広がりと安心感のあ

る商業空間を演出した。

光の連続性
　建物内部では地下と１階を貫通する吹

抜空間が南北に設けられている。サンク

ンガーデンの２層構造を強調するため境

界となる手摺に「線」的なフットライト

を配置してシンボル性を高めた。オフィ

地 下 サ ン ク ン ガ ー デ ン か ら 1 階 庭 園 へ の 吹 き 抜 け

三井 敦史

NICHE GALLERY

sola associates

照明デザイン
新宿イースト
サイドスクエア
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スロビーへと続くデッキの手摺は外部の

庭園から連続しているため、照明でも内

外の連続感をつくり出した。機能的な明

るさをもった光で視覚的な効果を演出

し、照明要素を減らして省エネルギーを

図った。

　エスカレーターで１Fへ上がるとオ

フィスロビー空間が広がる。上下配光の

特注ペンダントライトを設置し、床と天

井面の明るさを確保しつつ、商業エリア

よりも落ち着いた明るさを演出した。そ

して、ロビーからオフィスエントラン

ス、エレベーターホールにかけて次第に

明るめの光環境に変え、オフィス空間へ

誘うように光のボリュームを変化させて

いる。

内 部 の エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー へ 続 く デ ッ キ地 下 と １ 階 を 南 北 に 貫 通 す る 吹 抜 空 間

東京都 生まれ
工学院大学 工学部建築学科都市建築デザイン
コース 卒業（渡辺定夫研究室）
工学院大学大学院 建築学専攻 修了（倉田研究室）
有限会社ソラ・アソシエイツ 入社
北米照明学会賞、日本照明学会普及賞など受賞
主なプロジェクト
赤坂サカス　上海環球金融中心　南海なんば駅　
大阪タカシマヤ　愛知大学名古屋キャンパス　燕
市新庁舎　地球市民交流センター

三井 敦史 Atsushi Mitsui
1978
2003

2005

特 注 ペ ン ダ ン ト ラ イ ト を 設 置 し た オ フ ィ ス ロ ビ ー

左 　2012 年 5 月 竣 工 の 新 宿 イ ー ス ト サ イ ド ス ク エ ア 。 北 側 外 構 お よ び サ ン ク ン ガ ー デ ン を 見 下 ろ す

オ フ ィ ス エ ン ト ラ ン ス か ら エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル へ
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私は昭和40年、1965年4月、工学院
大学建築学科に入学した。修士課
程修了後、本学に助手として採用

されて以来、今春無事に定年を迎え、半世紀
を経てやっと母校を卒業できるので･･･実に
感慨深いものがある。
　この間、恩師山下司先生をはじめ、多くの
先生方や仲間達に支えられ、誠に幸せな運の
良い人生であったと深く感謝を致している。
特に様々な建築コンペや建築設計実務、中で
も「新宿校舎再開発の見直し」という前代未
聞の経験を体験するなど、波乱万丈の道中で
あったと感無量を噛みしめている。
　これまで教師の立場以外にも、学内では学

1977年4月、31歳のときに専任講師として着任して以来
37年が経過し、本年３月に定年を迎える。
　専門は環境工学で、設備基礎理論と設備演習が最初

の担当科目であった。着任時の新宿キャンパスは4階建の本館
と９階建の新館で構成されていた。本館は工手学校以来の伝
統ある建物で、その4階に研究室を与えられ、現在まで続い
ている太陽熱利用建築や建築熱環境シミュレーションの研究
を始めた。新宿キャンパス高層棟の竣工は平成元年、1989年
であり、研究室は24階になった。工学院での前半12年間は旧
校舎、後半24年間は超高層校舎で過ごしたことになる。この
間、八王子キャンパスも３号館の教室・設計室、11号館の実
験施設が整備された。
　これまで、卒論生440名、修士23名および博士４名を送り出
した。また、大学院生やOB、OGの諸君とは、日本建築学会、
空気調和・衛生工学会、日本太陽エネルギー学会など、また
ISESなど国際会議でも沢山の発表を行った。IEAやISOの国際的
な委員会への出席も含め100回以上の海外出張も行った。
　このように、この36年間、工学院大学教員として大変に充
実した時間を過ごすことができた。皆様に、深く感謝する次第
である。

宇田川 光弘

谷口 宗彦

校法人の評議員、校友会・建築同窓会の役員
など、最も永い期間にわたって組織的に関わ
ることとなり、この「NICHE」の質向上に取
り組めたことも大きな喜びである。また私と
共に学んできた、多くの卒業生・学生諸君か
らも様々な感動を与えてもらい、教師冥利に
尽きるものがある。
　さて退職後は、もちろん建築に関する指導
や講演活動は続けていくつもりでいるが、ゆ
とりある時間を割いて、モーターホームのハ
ンドルを握り日本中を走破し、好きな山、な
かでも「日本100名山」の残り70座を踏破す
ることが、今後の新しい夢でもある。

また会う
日まで

退任のごあいさつ

宇田川先生、谷口先生、吉田先生、大変

おつかれさまでした。

皆様のますますのご活躍を心よりお祈り

申し上げます。

尚、今年６月にはNICHE出版会より「谷

口宗彦 最終講義」の発刊を予定してい

ます。

乞うご期待！

私が工学院大学に着任した1978年は、ちょうど
第２次オイルショックの後で、日本経済は一
時的に苦しい状況にあったが、将来について

は明るい見通しがあった。10年後には、いわゆるバブ
ル期を迎えている。
　私の専門の建築構法・建築生産については、当時は大
学のカリキュラムに定着しておらず、建築学科の先生方
にも、適切な理解をいただくのに手間取ったことが今で
も鮮明に思い出される。当時は、住宅でいえば工業化構
法がなお発展途上にあり、建築のシステム化が進められ
ていた。一方、活発な建築活動により、建築ストックの
蓄積にも関心が向けられるようになり、日本の建築の伝
統を支える木造が注目されるようになり、全国を視野
に、現場調査や業務調査を行っていた。学会や公共機関
の研究プロジェクトに参加し、大勢の卒論生のパワーが
生きる卒論課題を仕立て、専門や関心を共有する他大学
の研究室と共同調査を行っていたころが懐かしい。
　やがて、学科主任、学長補佐、常務理事などを仰せつ
かるようになり、時間のやり繰りが苦しい状況に陥るよ
うになったが、そのころから、社会人特別選抜で博士課
程に入ってくださる方が続くようになり、修士に進学し
共同研究への参加を志す学生も増加し、それなりに厚み
のある研究室活動が展開できたことは、ありがたいこと
であった。在職中お世話になった多くの方々に、改めて
感謝の念を抱かずにはいられない。

吉田 倬郎

山梨県塩山市 生まれ
工学院大学 工学部建築学科 卒業
工学院大学 修士課程 建築学専攻 修了
工学院大学 工学部建築学科 助手
工学院大学 工学部建築学科 専任講師
工学院大学 工学部建築学科 助教授
工学院大学 工学部建築学科 教授
工学院大学 建築都市デザイン学科 教授
工学院大学 建築学部 教授

1946
1969
1971
1971
1985
1990
1997
1999
2011

福島県相馬郡原町（現 南相馬市） 生まれ
早稲田大学高等学院 卒業
早稲田大学 理工学部建築学科 卒業
早稲田大学大学院 理工学研究科 修士課程 
修了
早稲田大学大学院 理工学研究科 博士課程
単位取得満期退学
工学院大学 建築学科 専任講師
工学院大学 建築学科 助教授
工学院大学 建築学科 教授

1946
1965
1969
1971

1977

1977
1980
1991

私立高知学芸高等学校 卒業
東京大学 工学部建築学科 卒業
東京大学大学院 工学系研究科建築学専門
課程 修士課程修了
東京大学大学院 工学系研究科建築学専門
課程 博士課程中退
職歴
東京大学 工学部 助手
工学院大学 講師
工学院大学 助教授
工学院大学 教授 ( 現職 )
工学院大学 常務理事（2011 年 3 月まで）

1965
1969
1971

1972

1972
1978
1980
1991
2008
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